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一 
般 

質 

問
〜
市
政
を
問
う
〜

災
害
に
不
安
を
抱
く

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

石
崎 

誠
子 

議
員

防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い

市
長

　

市
の
指
定
避
難
所
及
び
避

難
場
所
は
地
区
ご
と
に
い
く

つ
あ
る
の
か
。

市
民
協
働
部
長 

指
定
避
難

所
は
佐
屋
地
区
18
カ
所
、
立

田
地
区
８
カ
所
、
八
開
地
区

５
カ
所
、佐
織
地
区
16
カ
所
。

　

市
内
で
は
地
域
に
よ
り
標

高
差
が
あ
り
、
特
に
日
光
川

と
善
太
川
付
近
の
住
民
は
水

害
の
発
生
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
。
身
近
な
高
台
と
し
て

３
ｍ
の
盛
土
を
し
た
防
災
活

動
拠
点
が
永
和
荘
跡
地
に
建

設
予
定
で
、
４
年
後
の
供
用

開
始
が
待
た
れ
る
。
ま
た
、

本
市
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
・
東
海
地

震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地

域
に
指
定
さ
れ
、
巨
大
地
震

へ
の
対
応
も
不
可
欠
だ
。
将

来
に
向
け
、
防
災
に
対
す
る

見
解
を
市
長
に
尋
ね
る
。

市
長 

市
民
の
み
な
さ
ん
と

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
な

が
ら
、
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
状
と
将
来
に
向
け
て

　

総
合
計
画
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
意
識

の
希
薄
化
や
組
織
運
営
の
担

い
手
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
問
題
解

決
に
何
が
必
要
か
。

市
民
協
働
部
長 

組
織
の
運

営
方
針
で
不
安
感
や
負
担
感

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
地

域
活
動
へ
の
関
心
を
深
め
る

仕
組
み
や
役
員
を
支
え
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

市
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連

絡
協
議
会
を
年
内
に
組
織
化

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

い
ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
の
未
設
置
地
域
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
を
さ
れ
た
か
、
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

市
民
協
働
部
長 

役
員
の
な

り
手
や
、
活
動
な
ど
に
よ
る

課
題
が
あ
り
設
置
に
至
っ
て

い
な
い
。
組
織
化
す
る
た
め

に
は
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
や
育

成
が
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

お
り
、
今
後
も
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

▲�解体工事が進む永和荘跡地
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